
日本の夏の夜の風物詩とも言える「花火」。とはいえ花火自体は世界中で作られ、歴史も様々

ではありますが、日本では１５４３年鉄砲の伝来と同時に火薬が伝わった後に、鑑賞目的とし

て生まれたと言われています。初めて花火を楽しんだ記録としては、徳川家康が江戸城にて花

火見物を行ったのが、残されている一番古いもののようです。

「たまやー」「かぎやー」

　１７３２年に大飢餓が起こり、その死者の霊を慰める為に８代将軍徳川吉宗が隅田川（東

京）に花火を打ち上げました。これが日本で初めて行われたとされる、隅田川花火大会の原型

となった「両国川開き納涼花火」の始まりとされています。さて、この納涼花火大会では両国

橋を挟んで、下流側を花火製造の元祖「鍵屋」が、上流を分家の「玉屋」が打ち上げるといっ

た競演をしたことから、「たまやー」「かぎやー」といった花火の掛け声が生まれました。

「日本と違う外国の花火」

花火には単発で上がり、大きな音と共に開く「割物」（わりもの）や、長く尾を引いて垂れ下

がる「半割物」（はんわりもの）、いろいろな種類を組み合わせ連発させる「スターマイン」

など、それぞれの型に名前があります。中でも「割物」には尾を引いて菊の花ように見える

「菊」と、尾を引かない「牡丹」という粋なネーミングがついています。また日本の花火は丸

く円を描くのに対し、欧米ではススキの穂のような型をしています。この日本の丸型は、欧米

の型より丁寧で細かい技術が必要になってきます。なんとなく、花火にもそれぞれの国の性格

が出ているようで面白いですね。

　いずれにしても夜空に浮かぶ大輪の花火は、現実を一瞬忘れてしまうような心を打つ美しさ

と迫力があり、ひと夏の思い出を私達の心に深く色濃く残してくれますよね。

　私事で恐縮ですが、今秋出産予定の今池です。かなり高
齢出産にも関わらず、今年私の周りには出産する（した）
友人が6人もいます。そして、最近よく妊婦さんの姿を目
にする気がするのですが、気のせいでしょうか？
　2007年の干支は『丁亥(ひのとい)』です。中国などで
は『いのしし』のことを『豚』と言うらしく、今年は特に
６０年に１度の『丁亥』の年で、『金の豚年』とされ、さ
らに韓国ではその１０倍の６００年に１度の『黄金の豚
年』とされているそうで、
「金の豚年に生まれると財運に恵まれて一生お金に困ら
ない子供が生まれる」
といわれ、中国、韓国では出産ラッシュなんだそうです。
ちなみに前回の『金の豚年』生まれは、ビートたけしさ
ん、スピルバーグさん、高田純次さん、人ではありません
が、任天堂も『金の豚年』生まれ。
　そう言えば、今年流行っている『チュニックワンピー
ス』は私達妊婦もマタニティウェアー代わりに普通に着ら
れてとても重宝しています。
　色んな意味で、今年は妊婦にとっては当り年だったのか
もしれないな～と、ついつい嬉しくなってしまう単純な私
でした。
　

今月のひとりごと・・・

・会　社　名　　　有限会社　ウィッシュ
・社員の人数　　　４名
・提供できるもの　お家のリフォーム
                            (素敵なインテリア、お洒落なお庭 etc.)
　　　　　　　　　マンション・店舗リノベーション
　
・会社の場所　　　明石市大久保町大窪241-2-1
・連絡先　　　　　電話  078-937-1305
                           Fax　078-937-7195
　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120-20-5381
・ホームページ　   http://www.wish-reform.co.jp
・メールアドレス　webmaster@wish-reform.co.jp

※配信の停止を希望される場合は、お手数ですが、弊社まで
ご連絡ください

「酒盗」は、鰹の塩辛のことで、土佐が生んだ
酒肴品の最高傑作。“一口食べると酒を盗ませ
る”といわれるほどお酒によく合います。内臓
の塩辛ですが、臭みや苦味もそれほどありませ
ん。イカの塩辛よりは少し癖のある味ですが、
これこそが珍味ならではの旨み。意外にもチー
ズに良く合うのでワインのあてにもおすすめ。
また、ドレッシングや料理の隠し味に使っても
美味しいです。土佐の英雄、かの坂本竜馬さん

酒盗（しゅとう）
高知県土佐市

も酒盗をあてにお酒を飲
んだのでしょうか？
・「辛口」や食べやすさ
を工夫した「甘口」など
味を選ぶことも出来ます。（ただし製造元により
違います。）

値段：200ｇ　700円前後
＊インターネットでも購入できます。

こんにちは明石市大久保で住宅等のリフォームをして
おりますウィッシュの唐津でございます。

この度、顧客様に感謝の気持ちと、これから末永くお
付き合い頂く為に「シエスタ」というお役立ち情報誌
を発刊することになりました。日常生活でお役に立ち
そうな情報を取り上げてお知らせしていこうと思いま
すので是非ご覧ください。

この情報誌を提供させて頂くお客様は、弊社が工事を
させて頂いた方、弊社の開催しておりますイベントに
ご参加頂いた方、弊社ショールームにご来店頂いた方
に限らせて頂いております。

配信の停止を希望される場合は、お手数ですが、弊社
までご連絡ください。

今後共、ご愛顧賜りますよう宜しくお願い致します。

　
　　　　　　　　　　　　 　代表取締役 唐津智裕

今月も読んでくれ
てありがとう。
来月も一生懸命作
ります。
お楽しみに！

◆◇◆ 今後のイベント情報 ◇◆◇

８月　５日（日）　藍染め体験
８月１９日（日）　木工体験
９月　９日（日）　珪藻土塗り体験
９月２３日（日）　タイルクラフト体験

参加費:500円

発行日2007年 8月


